
問010051解説
◆解答

設問１ ａ ア ｂ ウ ｃ オ ｄ ウ

設問２ イ

◆解説

リストでデータ管理されているセルとガベージコレクタの問題である。

① セルの構造と管理方法

㋐ 各セルはマークビット、ポインタ、

データ領域からなり、リスト構造で管

理している。

㋑ マークビットの役割

セルは未使用セル、LIVEセル、ガーベジの３種類に分類されて、次のマックビットで区

別される。

ⓐ 未使用セル ０、供給源が管理

ⓑ LIVEセル １、プログラムが管理

ⓒ ガーベジ ０、プログラムが管理

㋒ プログラムからの取得要求で、供給源は未使用セルをプログラムに供給する。

㋓ プログラムは未使用セルを受け取り、LIVEリストに登録し、マークビットを１にして、

管理する。

㋔ プログラムが不要になったセルは、切り離しガーベジにする。マークビットは０となり、

ガーベジになったセルはＧＣされるまで使用できない。

② ガーベジコレクタ(ＧＣ)の処理方式

供給源が管理するセルが管理するセルがなくなると、プログラムは供給源からセルを受け

取ることが不能となり、プログラム処理が止まり、ガーベジを未使用セルにするＧＣが起動

する。その後、ＧＣは次の処理を実行する。
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㋐ LIVEからのポインタをたどって、すべてのLIVEセルの特定する。

㋑ 各セルのマークビットの値を調べ、値が０であるガーベジを未使用セルとして供給源に

返却する。

㋒ 各セルのマークビットの値を調べ、値が１である使用中のセルのマークビットの値を０

にする。

③ マーキング処理量、スイープ処理量の計算

ＧＣの対象となるメモリ領域であるガーベジとプログラムが使用中のLIVEセルの合計セル

数をＭとし、ＧＣ開始時のLIVEセル、すなわち、プログラムが使用中のセル数をＬとする。

㋐ マーキング処理量

マーキング処理は、LIVEからポイントを辿って到達できるすべてのLIVEセルであるから、

ＧＣ開始時のLIVEセル数に比例する。従って、マーキング処理量はＬに比例する。

㋑ スイープ処理量

スイーブ処理は、全セルのマークビットの値を調べ、マークビットが０ならば、そのセ

ルはガーベジであるので供給源に返却し、マークビットが１ならば、そのセルはLIVEセル

であるのでマークビットの値を０にするであるから、スイープ処理量は、ガーベジのセル

数とＧＣ開始時のプログラムが使用中のLIVEセルの合計セル数のＭに比例することになる。

㋒ １回のＧＣで使用可になるセル数の計算

スイープ処理量ＭからＧＣ開始時のLIVEセル数Ｌを引いたセル数が供給源に返還される

セル数はＭ－Ｌとなる。

㋓ ＧＣの効率とＬ／Ｍの関係

Ｌ／Ｍに対する単位時間当りに再利用可能となるセル数Ｓの関係は、αを比例定数とす

ると、次の式で求めることができる。

Ｓ＝α(Ｍ－Ｌ)＝αＭ(１－Ｌ／Ｍ)

Ｌ／Ｍ＝１のときＳは０となり、Ｌ／Ｍ＝０のときαＭとなるグラフである。

設問１

ａは、マーキング処理量を求める問題で、解説③、㋐より求める答えはアとなる。

ｂは、解説③、㋑より求める答えはウとなる。

ｃは、解説③、㋒より求める答えはオとなる。

ｄは、解説③、㋓より求める答えはウとなる。

設問２

アの供給源の管理下にあるセルはプログラムが不使用なセルである。

イのプログラムが使用中のセルのマーキング終了後のマークビットは０である。

ウのプログラムの処理過程でLIVEリストから切り離されたセルのマーキング終了後のマー
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クビットは１である。求める答えはウとなる。

エのスイープで供給源に返却されたセルのマークビットは０である。


